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はじめに
本稿は前号に続いて、朝鮮労働党中央委員会委員長で、朝蝉最高人民会議常任委員会委員長た、つ
の論文「新国旗の制定と太極旗の廃止についてj の第51'浮から第6"E誌を邦訳したものである。本来の計画
では第5章以下を全訳する予定た、ったが、余りに|立i解が多く紙面を割くため、第7 以下は次号に回すこ
とにした。読者に長文の読解を強いるのも失礼だし、また定められた紀要の予算内で一人だけ突出するこ
とはできないからである。
本舗の瀧訳部分では主に、新l;il家のi主i艇として太極旗がいかに不適当であるか、を解説する内容が大半
で、随所に金利泰のインテリゲンチャとしての学識が遺憾なく表れている。特に最近では「プチ風水j な
どと称して風水思想にt!ぜったかのような俗説が流行る割に、太極論、海Isl、洛などについて比較的に知
られるところが少ないから、本主;jは内外漢の方々にも一読の価値があると信じる。
以下、本橋では顕次、第5:E立と第6j取を鶴訳するが、本論文に掲載された図解については…括して末尾
に掲げたこと、また、判読しにくい図解についてはインターネット上のサイトから取った同様な関表を借
用して掲載したことを予めお断りしておく。なお前号と時じく、本論文1:"での註釈は!部注として掲げたが、
読者の能主fのため誤植などを含め筆者が説明したり指摘すべき部分については、文末に独自な(註)とし
て挙げている伯、本文中に括弧[ Jで示した。
聞.金科奉「新i茸旗の制定と太樹)}1(のlifel:についてJ
5.太寵旗はその譲拠となる閤嬰の「学説jが非科学的で迷{重である
(あ)易の構成内容の大路
易学の成立は古来、伏議の八卦と文玉商公の圭ト、党辞と孔子の十巽 l' とからなっていた。けれども、
この作者と年代に関しては、学者のIkijに異説が紛々としている。
(討:1 )十巽は、象上伝、象下伝、象上伝、象下伝、繋辞上伝、繋絞下伝、
主ト{云。
説圭ト{云、 序圭ト伝、 i~t
執筆者所属;佐費大学文化教育学部司本・アジア文化講座
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しかし、ここに述べようというのは、このような考誌に関することではなく、ただ易の「学説Jの姿点
だけを引用、批判しようとするものである。
イ.卦の成立.易の構成原理においては、!室i場思Xf(がその骨幹になったから、説卦伝に「替、聖人
が・・・・変を陰陽に観て、主トを立てた・・・・。Jという言葉を見ても、 また、卦の字爾がr~さ陽の二つの表号
「一Jr園出Jで出来たことを見ても、理解できる。
ところで、この陰践を太極が生んだというのは、孔予の初めて出した話であり、 i殺渓を経て朱子に至り
「太搬についてのま現論が大きく発展した(後述の r~ リ題下の「ニJ ~震を参照)J 0 そうして儒家ではこの
太揮を造化の源だとして、それが観念上の宇宙本体となったし、朝鮮に来てからは李朝1::1菜から理気学派
の論争の源になった。しかし、それはここで論ずることではなく、易の構成形式において最も重要な八卦
に関して述べなければならないだろう。これは前述の第41'主に引用したように「太俸が珂犠を生み、同{まえ
が四象を生み、間象が八圭トを生むj というそのことだから、太磁がー資とー偶を生むと一回りするのでこ
れが雨儀となり、両様の上にそれぞれー奇-111&を生めば二1m りで四つだからこれがr1!:l~<になり、四象の上
にそれぞれー奇-fI1&をむと三間りで八つなのでこれが八卦になって、三才(天地人)を揃えることにな
るのであるド三才(天地人)Jについては後述の説明を参照されたい10 これを表示すれば[第 l閣のよ
うである。
口"河国との関{系:八圭トにも最も緊要なI!AI係があるのは、河閣の f天地の数Jというものである。繁辞
上伝に f河からひとつの関が出、洛からはひとつの書が出て、聖人がこれを期したj、またl可伝に
地二、天三、地問、天五、地六、天七、地八、天九、地 I~であり、天数五位、地数五位で互いに五位がそ
れぞれ合わさることがある。天数25と地数30、合わせて天地の数は55であり、これにより変化をなし、
鬼神を行うところから、これが再開の数Jだと述べた[r鬼神を行うj の意味は後述の説明を参l1なされた
い]。その註に「天地の数で陽は奇、|詮は flJ~ なので・・・・その位は…と六が下にあり、二と七が上にあり、
コと八がにあり、四と九が右にあり、五とトカ'1=1:1にあって、 1=1:1のJiは前向、となり、 -Hま信子となって、
次の一二三四は四象の伎となり、次の六七八九は四象の数になって、二老(老陽・老陰)は西北に位iむし、
二少(少陰・少陽)は東南に位寵して、その数は各々その類として外に交錯したj と述べた I}I。いま数字
でこれを示せば[第2図!のようである。
そして、型人すなわち伏儀がこの河i請をどのように則したのか、に関して朱子は述べるに r1町立!に五と
十を虚として太極と見なし、奇数20と偶数20を両儀と見なし 121、一二三聞と六七八九により四象と見な
して、九六八七を四方(南北東西)に iì!h 、て~i'i:l:ftl~ilf.吹とし、免震巽艮を 1 !:I偶(東南、北、西南、西北)
に践けば八張、となるJと(加。
さらに、主卜の象と沌図の数との関係をいわゆる「参天両地j と述関させて見ることができる。初めに主ト
の問陰、奇偶のi両支は奇一偶この数で表現されていたが、いま河図の 1)1.1象は奇三ffJ~二の数、すなわち「参
天岡地(三夫二地)J で表現された。八卦三交の奇flJ~1美l係に従い、持 r;gjの奇三{出ごこの数を対照すれば{第 3
@]のとおりである。
こうして易は、八卦を栴重ねて lごの内主ト、 との外圭トとなった六ト四卦をつくり、河悶の太街の数50から
i桂ーした49圭トをもって「分二、卦一、探(策を指のi羽に立てて占う採)閥、帰奇Jとする間営を行う
[r間営j の詳高ruは後述の説明を参照されたい]。そして、これを一変として開様に行う三変を経た後にー
交を得て、さらにこのように十八変して六交を得、その得たところの卦の辞により吉凶を判定するのが、
占抵のたる易なのである。
そのようにして河易は元来、席代のの書物として後I貨にこれを解釈するにおいて多くの学派に分か
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れていき、いわゆる「両派六宗J(は}があるわけである。朝鮮の学派にはその1:Irに程朱の儒関学派が主力
二工ルゴケ
となったので、高麗の民易東以来、李朝の退渓・栗谷および多くの名鵠たちが大概この学派に属する。
ハ.点箆法:では、盤辞j二伝第九章の探者求掛の法に{~~j処して、漢躍を経て宋の5伝子の時になり作定さ
れて伝えられている占霊法を参的、要約するならば、下のようである。
は湾戒し、笈震を清らかにし、事1現に自分の名前と占うを告げた後に、警茎(あるいは箪竹)50 
策(河図の中で前母天の五と節子地の十を乗じた数、すなわち太街の数)を用い、その中の一策は太j震を
象徴するとして箆わない。これを f虚一Jと寄って他の49策を使うのだが、天地を象徴するとしてこれを
左右両手に分け、左手のものを天策、右手のものを地策と言う。これを「分二j と言い、地筑は績のr:j:rに
納めて、人を象徴するとして地策Iドのーを左手の小指のfMr]に掛ける。これを「掛-J と言い、天地人のニ
才を象散する。次lこ、右手で天策を4本立てる(燃する)。これを f探閲Jと言って悶H寺を象徴する。そ
の残り(奇と言う)のーやこや三や間を左手の無名指間(完封旨と小指の部)に挟み(帰し)、操ーの数と
合わせて問(出月)を象徴する。次に、債の中に納めた池策の4本を立てて、その残りを再び長指の!日iに
挟み、まず鴎を象徴した数と合わせて5年に一問、再び聞となるのを象徴する。この残りを指の1mに挟む
のを「帰奇Jと言い、 f分二、掛一、探四、帰奇Jを 11]営j と言う。
ところで、この間を象徴する数は、必ず五あるいは九となる。これを第一変と言い、再び五あるいは九
を49策の rj:r から減らして44J'T~あるいは40策を用いて再び第一変のように間営すれば、残りは掛ーとする
数と合わせて閉または八となる。前述のものを第二変と言い、更に再び凹または八を44あるし、は40策か
ら減らして、 40あるし、は36あるし、は32策を用いて第二変のように間営すれば、その残りはこ変のように
閉または八となる。これを第三変と言う。
以仁三変の余りの策数以1:3)を合わせ、 49策1…lから減じた余りのJ;f:tを凹で除すると、六か七か八か九と
なる。六は老陰、七は少閥、八は少i室、九は老践として第一交を決定し、 I-/¥.変して少隠となり、老陽が
変じて少陰となる。これを之卦と言う。このj由説、と之主トに合う六十鴎卦の辞により吉1;/'1を判断する。占
法は、大概このようである i第 41~llo
そして、間繋辞伝に言うには f乾策216J (老!湯4倍の26I引を六により 6倍した数)と 1J:I策144J
(老絵4f自の24を6倍したちの)、合わせて360で期のiヨ(一年の365日十4分の 1Iヨにあたる数)に該当
し、二編の策(ヒ下の乗数である六十鴎卦の策) 11，520 (1:話交192を36倍した6，912策に陰交192の24
{誌である4，608策を加えた数)で万物の数に該当する。ゆえに、間営して易(変化)をなし、 十八変して
卦をなす。八圭トにより小成(九変して内卦をなす)し、引かれ仰ばされ蝕類して(類に触れて)長ずれば、
2)両派六宗は、象数派(漢儒の所説)の象数、機祥 (i去の京j完などの陰象五行説)、造花(宋lim:1河南部
節など)、三宗と義理H派の老壮(貌の王弼など)、首認1(程子、朱子など)、史事(李光、揚蕗!R)の二
宗を名付けたものである。
3) 三変の残策が、残り(奇)と掛ーのーと合わせて、第一変には五あるいは九であり、第二変には
全て四あるいは八であるゆえに、もしも第一変に五で第二変と第三変に全て四ならば合わせて13であろう
し、第一変に九で、第二変と第三変に全てrmで、あれば合わせて17だろうし、第一変に五で第二変と第三変に
全て八ならば合わせて21であるだろうし、第一変に九でニ変と第三変に全て八ならば合わせて25であ
ろう。それゆえ、残策が 13ならば49から減じて36を 1~子るだろうから、これを問で除すれば九、すなわち
:担:誌の数を得て、ここから少潟、少陰、者|塗の数も1ft知できるのである。
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天下のfiE事は感わる(なすべきことは全て成し終える)とした[r類Jの意味は後述の説明を参照されたい。10 
孔子は、変化の道を9;nるものは千Ij!の所為を知るであろうと言う。その註に「変化の道はすなわち、上文
の数法であると言い、また上の河~1の統iにふ・・・天数五、地数五で互いに各々が合わさることがある。天
数25と地数30が合わさり天地の数は全て55で、これにより変化をなし、鬼神を行う Jとする。この話に
ついて朱子が解説するには、「変化j とは、一変して水を生じてこ化してこれになり、二化して火を生じ
て七変してこれになり、三変して木を生じて八化してこれになり、四化して金を生じて九変してこれにな
り、五変して土を生じてト化してこれになる、ということを名付けたものである。「鬼神Jは奇I1足生成の
認併1詮来を言。うとするが、これは湾臨と洛72?を見て部り出したという洪範九院の1::1の五行である水火木金
土をもって出国の北弱東問中すなわち坤乾離炊の先天図に舵註したところから出て来たのである。いま洛
j習を数字で表示すれば[第 51~1]のとおりである。
r. . . 洛設はその五を虚とすれば太極だから、奇偶それぞれ20は雨儀であり、一二三四が九八七六を合
わせて縦綴15となり、 E[いに七八九六となれば179象であって、四方の正面を封[Jf，缶詰!E炊と見なし、 l現{/l¥の斜
j立を免震巽艮と見なすと、これが八卦である(この上の数字を表示した河阪を[第6鴎]で参照)。河関の
ーと六が水となり、ごと七が火となり、三と八が木となり、矧と九が金となり、五とトがjことなれば、ま
ことに洪範の五行であり、 55は九日誌の子目だから、これゆえ洛書は易となり得、河図は範(洪…)となり
得るのだ・・・・j という言葉を見ると、 ?rul惑を環解できる。
ところで、高麗の朴檎(高麗景孝王将iの尚はこの「学説j を人民、とりわけ女性にひどく不利で、
封建統治階級の堕濯した平楽に利用するため持ち出した。その有名な提案は次のとおりである。 r我が東
方は水に!討する。・・・・木の生数は三でJ&数は八であるから、奇は|窃で{肉は陰ゆえ、我がi主iに男子が少なく
女子が多いのは理数がそうだからである[陽=男=三<陰=女口八LI説家の法により、たとえ高官だと
しても敢えて二家をi泣けないところから、婦女は往々にして頭が白くなるほど結婚できない人がおり、衣
J誌の後 (jl司JilI儒生の子孫)はやっとこさ代を継ぐ状況であり、?兵民の戸数はjご1ごと淵喪する Jと言う。
彼は君主に上訴して;25し、求めるに rI立政たちをして姫妾をもつようにするわけだが、品位に従い順次にそ
の数を減じて、庶民に至るまで一安一妾を安らせるのが怨!被(怨女眼夫)をなくし、戸数を培加するので
あるj と述べた。
(付記)朴j設が議姿(妾を問う)上で、これを行ったという話をIfr!l、た婦交たちは、どu授を分かたず皆が憤
慨し、怨望した。その時ちょうど観燈の日 {Sì になり、キト徽が君主に磁従して外出したが、ある老 ~I昼が
キト協を指差しながら f諒妾J:疏(妾を問うための上訴)をしたのがあいつだJと述べたので1れ、た人たち
が互いに伝え、道々で指し示すi]f;い指がひとつにまとめたように多かった。その妥を問う提案は、柱!の
11'こその夫人を恐れるノ¥々がし、て、施行され得なかったという。
(い)その f学説jに対する批判
イ.器の翻j始者である伏議は一介の眠術闘である:易の最初jの作者として初めて八卦を闘して、占いの
方法を編み出したという伝説の人、伏儀氏に関して「八卦を画して結純に代えたJという言葉があるのを
見れば (6にその闘したところの八主トは極めて部単ながら一変して文字の作用もしたようである。その痕跡
としては乾卦の f謹j はのちに天字f存者の三となり、吹卦「謹j はのちにこれを縦に立てて水の字のim(で
ある rmJとなり、離卦の f器j はのちにこれを縦に立てて火の字の淑 rmJとなったようだけl¥処は
f困学記関Jだつか、忘却した)。だが、主トの乾は夫、吹は水、離は火であることを見て、事実その通りだ
とliQf析することはできなL、。ともあれ、伏儀の函卦伝説は、厳言ではないであろう。
f皮の姓は風だと言うが、 j氏の字はト辞の1-1に全て践の字となったと言う。その文化を充分に受けたとい
う少時氏は「烏に官名を求めたj というごとく、「路烏が適奈のゆえj だという Jl~\だとか、「書館市となって
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龍名を名乗ったJ という龍や河闘を背負って現れたという龍馬などのm~だとか、 15箪に使う替草などを神
物と見なした等々を見ても、氏族社会の「トーテムj 思想がどれほど濃厚なのかを知ることができる。ま
た、伏儀は東ヲミ族だが、 f新i切の徳に通じるj という彼は、原始社会に通有したその中にも、特lこツング
ース(通吉)践において有名なあの呪術で神怠を通ずるという fシャーマン (Shaman)J 1)の一種なの
である。披は、 fよく雨雲を興すJという f在天」の「飛龍Jと気を通じるという蛸錫により変化の易簡
を用い、農作の設i去を左右するドruを祈祷する「龍f，ijJすなわち雨fli (Rainmaker)である。彼は、形が馬
に似た龍すなわち龍馬が黄河から現れたとのいわゆる河殴によるとして、 i室l湯奇偶の生成と天地人三才の
配合で圭トを画し、神妙でゐるという苔茎を手に持って占い、卦を求めて吉区!を判断するという在い師、す
なわち一介の呪術師に過ぎない人で、ある。
さらに、伏儀は古代t:!:1屈の神践である黄帝と共に三皇のひとりと見なされるけれども、その突、伏儀は
夷族、和11躍は売族、 ~rlJìqjは漢族(陸連史簡編 B頁)である。この伝に「龍師龍名j の称号は、いわ
ゆる郊族の言葉のt:!:1から出たもので、炎fi氏は少鴎の後であり、少l擦は太線、すなわち伏儀の文化を充分
に受けた人で、 s8i国は春秋時代に現在の中国LlI東省炎li県臨南にいた夷核国家の一つであった。当時の炎Il
国と共に、芭・杷・来日・介など十数日ilの夷族国家がある 1:1に、任・梧・須句 .t椴央など担問は全て伏{義
の後、)民投の民!だと言う。また炎li氏の言葉の1:1に r.. . 五娩は五工lEとなり、とても器用で、度設を正し
くするので、夷族だj と述べた。さらに、孔子がs8i氏と会って学んだ後に「わたしが開くに天子の一宮を
失うに、その学がl引夷にあるというから、信じるに足りるj と述べた。ここから見ると、伏儀は夷族、特
にシャーマニズムを多く行うツングース族に血縁があり、i:1:tI'sIの古代文化に夷践の文化が相当に混じる中、
易学にも相当な関係のあるのがわかると問時に、 !?72立において:(.11明に指示を伺うのは今もシャーマニズム
に似ているのを知ることカ1できる。
えんてい
口.男の名称はlRê虫類から持ってきたもの:易の名称に践して「説文J には f易は、 9rtrr~号、 1史、
ゆえ、部を象徴するのだj と述べた。 r~卑雅J には r.. . 9抑揚が日に12@1の変色をするため易と言うので
象形から出たのである。築の義は家から出て、易の義は易から出たから、全て一物からとったもの
だ・・・・Jと言った。 fVg楊恨著?丹鉛には「・・・・守自はつまり蛸蝦だから、能と気を通じて雨を祈祷
するだろう・・・・j と述べ、これが易の最初の名称が生じた正鵠をついた言葉であると言える。「秘書説J
に rE:l月が易となったので、 i窪l湯を象形するJと言うのは易の字を崩したもので、易の下部「勿Jを月に
くずしたに過ぎないのであり、鄭玄の rfij易・変易・不易j と解するのも敷約した言葉である。程子は随
時、変易の義で述べ、朱子は変易・交易の義で述べたが、これはその要素だけ述べたもので、易の最初に
まれた本源には言及しなかった。
それならば、易の名称が易の最初の作者である伏議に際連があるのではないか? は....i三から出
たj という言葉は、震を単純に東方と解釈すればよいだけなのかつ f震Jは東方だが、どうして音が
fチン (chin)J なのか。山東 J室~~の滑海沿辺に}古住していた夷族中の最も顕著な朝鮮(f東海の内北海
の!科j、すなわち崩の東北隣)の人の古語に龍を「稽J01n.¥林類事)と言ったから、この「稲j の音「チ
ン(ch'ing)Jが易の名称に持か関係がゐりはしないだろうか? rその形を象する(象1ちする)Jと言うの
は、変色する形の意味をとりはしでも、易は!協の形声をとってIHたものだろうから、的i易の資「ソクチョ
(註 1)シャーマンは、満州諮の fサムマム (Samman)Jから出たのであり、漢字で薩高とも書き、その
意味は呪術でfil怠を通じるという車親、すなわち朝鮮の fムーダンJという称一号と凱通っており、これは
主にツングース族で多く行われるという。
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ク (sukch'uk) Jの「チョク (ch'uk)Jを玩味する必要がある。同時に、「チョク (ch'uk)J は「チン
(ch'ing) Jから分化したものと見ることができ、また龍の fチン (ch'ing)Jなり1mi掘の「チョク (ch'ulく)J 
なりは全て隠虫類なのである。これを統括して述べれば、易の名称は最初に龍と蛸易に関連をもって生ま
れたものであると見るのが正しいと言えよう。
ハ.河閣と龍馬はどちらも持物ではない:河閣の名称は黄河から出て来たi立!だと言い、特別なものであ
る。また、龍馬が現れたと言い、龍図または潟j君!とも言う。これは、洛水から現れたという書を亀象にと
るとして亀と言うごとく、龍象すなわち「赤文j をとることなのであるは210 r赤文築字Jという言葉が
あるが、赤文というのは文字どおりのようだけれども、家字というのはちょうど「・・・・僚主録があり、興
亡の数を記していたjという言葉と似た荒唐な言葉だ。古代の股燃の社会では、龍なり屯なり苔:をl'ド物と
理解したので、龍を君主に比べ、 fむなり替なりを天が生んだ神物とする思想、から、河図や洛に能亀を関
係させる意思はここに重点、がある。
龍亀の象(文)が必ずしも符合したものと見ることはできない。洪範の源になるという洛書に関しては
ここに述べるまでもなく、易の源になるという河関をもって設えば、ーと六、二と七、三と八、 1!.9と九が
山富にあり、五と卜が中央にある。これは、古代人たちが片方の手に指が5本あるから、二二つの予の指あ
わせて10本をもって十進数の数をつかむに際し、五に一二三四五を加えればそれぞれ六七八九十となるの
を見て、ちょうど現在の算擦桜木上の水珠は一つずっとして六七八九十をつくり!…郎、るようなもので、た
だその数をI:!:I央と四方へ分けて讃いただけに過ぎなかったのである。これは、人がつくった何の神秘もな
いもので、占箪に用いるために太1i1の数が50だから問象の数が六七八九うんぬんと言って、十~I秘がる必要
はないものである。
また、河図と龍馬の関需において、龍馬が黄海から「背負つjてU¥たが目立jという話は、余りにも荒唐な
のだが、 )~f~ のようなìJgの斑文を手本としてつくった図だとか、能のような j誌の腕毛障を手本としてつくっ
た密だとか、人の予を見てつくった図より神奇なことが侍かあるのか、論ずるまでもない。事実は反対に、
河図の「天地の数j というのは、人の手に根源があるのだ。万一、手の指が片方に6本ずつ合わせて12本
た、ったならば、の背の斑文がどのようになっていたかに関係なく、河閣の「天地の数j というのは55で
はなく 78になったであろうし、 fl1.Ejlの点数がいくつだろうかに関係なく、 j各書の数は66となっていたで
あろう。神龍なり神亀がみな何だという話なのか? 中国吉代に崇拝していた「四霊j のーである腿虫類
に属するいわゆる龍をそのまま移して崇拝し、今も「漢江の水深く河爵龍馬が立ち居I:Uるj という思想を
もっ人たちを見るfl寺、 '1司笑を禁じ得ない。
ニ.太極は存在しないものであり、八議は不合理な成器だ:太僚という名称は、伏儀が八卦を雨したと
いう時には出現したことがなく、繋辞伝に初めて出て来るのだが、朱子はこれを孔子の発明だと述べた。
しかし、当時はこれについての詳総!な説明がなかったので、~と宋に至り間滞渓の太|盛岡説が出て米た後か
ら、これについての理論が民間された。今そのうち、権威ある朱子の言葉の中のいくつかの緊要な点を引
論しようと思う。
朱子は述べるに「天地の聞に一気だけで、分かれてことなれば陰陽となり・・・・五行の造化、万物の始ま
りと終わりがここに可られないものはない.. . . J (月1) と言った。また、 f太僚は形や数が定まっておらず、
に関して元の胡方平は「馬…特異であり、龍のようなものだj と述べたが、これは時窓でき
は「時限!のー から…1-まで五十五点だが、馬の背にある旋毛の聞がjtl象と河じだから、 lヌ!と言っ
ても別に悶があるのではなしリと述べ、「結il百出馬闘疏jに龍だが形はjjに象ずるものだとした。
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その理がこれに備わることの名称であるJ(乙)と言う。さらに、 f太極の義は正に濯の極致を言うのであ
り、そのJ!lIがあればすなわちその物がある。先後の隈序を言うのではないため・・・・j太極は陰陽の中にあ
り、 i出場のタトにあるのではない。万一、乾坤が判然、とせず、太街が充分な持だとして2命ずるのは誤りであ
る。形而上のことを道と言い、形而下のことを器と言う。理はひとつだけであり、気は道と器の需者どち
らでもないゆえに、太極が両儀を生ずるということだが、老子が述べるに日誌はーを生じた後にニを生ず
ると言うから、理が不精密だJ(丙)という。また f天地の聞に太極陰陽の妙でないものはない・・・・。太
極が分かれて詞儀となれば、太極は太極、雨儀はi河儀だが、両儀が分かれてIzg象となれば、調儀がまた太
となり、そのlZ9象がまた太極となる。このように進めて、問から八、八からト六、十六から
十こから六十四に至り、百千万倍無窮に至るまで、たとえ茶番に現れたのは前後があって人為から出て来
たようであるが、その自ら定めた形と自らなした勢いとは真実、 1T1然としたr:tに予め具わっていて、その
Il.¥jにさま髪も思慮作為を容れないのであるJ(了)とした。
この上の(甲) (乙) (丙) (丁)の4箇所の話を調べてみると、太極というのは何か、が大体わかるの
である。
初めに、却の悔致を名付けたものだが、この理(太根)があれば、その物(あるいは気)がある(丙)
と言うのだから、これは物と相対して取り扱ったことゆえ、太極は物(あるいは気)ではない理である。
ふたつに、太極は形と数が定まらないものの、その砲がこれに備わることの名称(乙)だと言うし、ま
た、形而上のことを道(あるいは恕)と言うのだから(丙)、太織は形と数が定まらない迎、または形而
上の道(あるいはまID である。
第三に、太極は先後の秩序を述べたのではなく、陰陽の中にあり捻陽の外にはない(丙)と言うのだか
ら、太僚は物の1*1にある理である。
第問に、太極が雨{義(1室l湯)を生じる(繋辞伝)と言ったところから、太極は物を生むのである。
~~五に、太極が分かれてことなれば、陰陽になって五行造化万物(五行が万物を造化すること)がここ
で可られないものがない (11'1) と言うから、太綴は万物を司る気である。なお、(月1) に「天地の闘に一
気だけで、分かれてことなれぼ.. . . Jと言ったが、この一気は太極を指すのであり、(丙)においては
「気j と互いに異なることを詑意すること。
それゆえ、太簡は(1)物ではないま虫、 (2) JTj TiTiとのま皇、 (3) 物の時1にある迎、 (4) 物を生ずる f-J、
(5)物を可る「ーj、というわけで、ある。
i埜のJ:~I に物ではない形TíTîJ::のものが物の中にあって、物を生んで、司ることがあるのかつ! このような
「理J、「道J、、すなわち太煩がこの佼界のどこにあるのか、探して見ょう。「ーがこを生ずるJとい
うこを人の「男女j をもって例と見なし述べるならば、この人をいかなる「一Jが生んだのか。父母、祖
父母ないしは数万批代へ遡っても、その1寺の祖父母がこの人を生み、その外のどんなも生んだこと
はなかった。また、生物の由来をあげて述べても、最初の単細胞時代にまで避及しても「物でない理jで
あるどんなも生んだことはなかったし、その他の無生物もそのとおりである。万一あるとすれば、
物質というがあり、「物でない…j、すなわち太極はない。それゆえ、太極は単に儒者の観念の中に
幻想としてあるのであり、実位界には存在しないのである(ただし(丙)に f.. . . jfij儀が四象を生むなら
ば、両儀が太恒となる.. . . Jという言葉は、太極はH守に従って行き、どんなところにも付けられる名称だ
という話に遊ぎないので、ここに論評せず、ただ参考資料として提供する)。
r!t界内のニ1二態の万象は運動する物質の諸積の形態であり、弁証法で確定される現象の相互連関と相互
i!U約は運動する物i1Jの発展の合法則性を表示し、!な界は物資の運動法則により発展するのである・・・・J
( rソ連共政党(ボlレシェヴィキ) 、半壊、 1947年板、第:93頁)。
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そして、八卦は桧i湯橋斜{引の表号をもって二生問、院生八の観念と天地人三才の標準に合わせてつく
ったものである。ところで、陰陽奇偶の忠、想は、古代の幼推な社会が鷲遍的に共有する思想である。人間
の足、恕史に男女の生殖器を崇拝した時代があったことを知らない人々には、その中でもとりわけ、この太
極八圭トを神聖視する儒者たちには、こんな話をすれば大変に驚いて顔色を失うかもまnれない。つまり、卦
の基本表号である i-J i --Jは男女の生殖器の形を描いた表号だ、ということを見つけ出した学者が多
いのである。この陰陽奇偶の表号をもって、どのようにして三交に限って八卦をっくり出したのか? 詮
陽発展についての思想が男女の閤に第ニ代が生まれ、その次に第三代、第四代・・・・どれだけでも生まれる
ところから出て来るのだが、どうして第三代に限って f二生問、間生八J，こ止まり、奇避の表号を三交に
配合して八卦をつくっておいて小成長トと言い、八卦を校i重ねて六十四卦をつくり大成卦としてしまったの
か? これは、いわゆる天地人三才の思想によりつくったもので、この三才の思想は当時、相当に重要な
を及ぼした。それゆえ、これは八卦をつくった標準となるだけではなく、占う時に六交中の最初の二
交は天とし、真ん中の二交は人とし、残るニ交は地とすることもあり、また「二つに分かち、一つを掛け
て、三(三才)を象徴することもあるJ(占議法参照)。それでは、 という思想はどのようにして生ま
れたのか?
f苛....1f(1まえは.. . 1ヰH、で象を天に錦、附してi去を地に観、 j急獣の文と地の宜をrf&て、近くは身にとり
速くは物にとって、神明の徳を道とし、万物の惜を類としたJ(繁辞下伝)という言葉を見ても、誰il!Uで
きる。初め人の男女から得た陰陽奇偶の思想は鳥獣の文に及び¥地の宣ないしは天地にまで挽し及ぶよう
になった。鳥獣は人類と相似て、その父母が生長させてやるものだが、その他の万物はfi1Jが生み司るのか。
それは天地だ、と考えると問時に人類の子孫は人類、鳥獣の子孫は鳥獣だが、天地の子孫は万物で、あり、
万物の中で最も霊的なのは人ゆえに、 f天地人三才jの思想は陰陽発展についての思想において推殴の械
みだ。しかし、幼離で迷信なのは、このように標準を定めておいて形成した八卦を単位として、総意ねて
つくった大成主トの六十四卦により、相似通った不合理な移しい方法を用いてIFIZを行い、吉凶を判断する
ことの道呉として利用するところにある。
ホ，三、こという数の「天丹地方j連係は笑うべきこと・河臨時而の外円にある問象の数、すなわち六
七八九を八卦の三党構成上、四種類の加がある老陰三偶と少i場二側一奇と少陰二奇一l践と老陽三奇に
すれば([第31>g1l参照)、陰交偶数をことした老陰の六は合うが、 i場交奇数をーとしたのは合わないので、
男女から発見した奇一、{良二の数のうち奇ーは三と院さなければならないだろう。それで、この数は男女
を標準としたことを捨て、加に異なる標準を求めなければならないわけた、が、人聞に似た枇j二の耳目物とし
て持を求めるのか? 天地が良いだろうが、- i二Jという数をどのように合磁化して述係づけるの
か 1
よろしい。「天門地方Jと言うのだが、円周はその泊〔径の約3信となるところから、この三を取ること
ができる。だが、方の周囲は誌の4諮となるところから、この間を二に合うように漉すことができないか
と考えて、四を折半して二、すなわち雨(引をつくったのが、いわゆる「参天潟地(三天二地)Jというの
である。これをどのように合理化したのか。今これに関する朱子の解説を見れば、次のようである。「天
[IJ地方において、円は一(直径)に問聞が三で、三はそれぞれ一奇ゆえ参天で三となり、方は一(縦横の
径)の}湾問が四で、四はこ{尽を合わせたものゆえ、岡地で二となる.. . . J。
これが果たして合理的な解説なのか! 万一「三はそれぞれ一奇ゆえ・・・・三となるj という話を f問は
二偶を合わせたものゆえ・・・・二となるj という話のように「三は三奇を合わせたものゆえ・・・・ーとなるJ
と述べてはし、けない理I1が情なのか! これは、第一に卦のi現象に河図の鴎象の数を合わせようという理
Iれからであり、第二に天円地方という話を真理と信じていたからである。どのようにしても卦の象と円の
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数を合わせて陰陽を判定しようというところから、先天区!の高IH欠は東西にあり、その性質が離陽炊陰なの
である。それだけでなく、その主トの構成部分に謹はi湯多i器少で喜善はi室多i場少であるにもかかわらず、数
を標準として圭トの象に謹は偶(間)、謹は奇(刃L)とし、!出場が逆になっている。円の数で罷は八、吹
は七として離は少器、吹は少路とするのみならず、甚だしくは謹は|告が真ん中にあるとして真ん中の娘
(中女)と言い、議は陽が真ん中にあるとして真ん中の怠子 (1:1:1 男)だと言う。かかる 1ff~用のことのため
には正に f天円地方j だとしても、占i立に{史う三、二の数をこれと述係させる必要はないであろう。まし
てや地球が1m角ではなくメしいことを今日だれか知らない人がいるのだろうか!
へ 5可密と五行の留置は迷患の強化・河区!の i周辺ならびに中央に洛の五行を担置し、間易と ~}t範とを
関連させて、後世に彩しい迷信の道を開いた:要点はどこにあるか。それは、五行が生まれ出た次に F.
と・在・右.r:1:、すなわち北・南.1ft . fil .中として f天がーに水を生じ、地~ニに火を生じ、天の三に
木を生じ、地~四に金を生じ、天の五に iこを生じたJとし、また、逆行のI1開予を東・南・ 1:1・商・北とし、
さらに、東をして f木が火を生じ、火~土を生じ、土~金を生じ、金が水を生じ、 71<~またJj立を生じる j
と述べた。また、その相克に関して北・南.fm・東・中とし、また北をして「水~火を克し、金が木を克
し、木が土を克し、土また水を克するJとしたところにある。
これを見ると、 というのを万物構成の一元素として取り扱ったのである。これは、古代の幼務
な社会の観察から出て来たものである。あの「太極l>gl説j の著者として名声が高い滋渓が述べるに「太極
に陰j場ニ気の動静岡面があり、動じて践を生じ、静まってi告を生じ、これにより水・火・木・金(金属を
意味する) ・土を生じ、この五行と陰陽二気が妙合して男女を生じ、男女のこ気が交感して万物が化生し、
生が生まれて 1ft~窮である。人は万物に:fl!l知がある. . . . J としたのを見ても JI日 fú~;できる。
しかし、五行の生まれる前、元素ではないことはさらに説明する必要もなく、 f人が万物に特別な・・・・
も霊的なものJなのは一時に秀気を受けたからではなく、長い間に進化してきたからである。そしてま
た、五行が生まれ出た1刻字は地球の生成してきた歴史で見ても、理JIT{に合わない話であるのを容易に理解
できる。 siljを挙げると、地球の地紋が形成された後に海洋、すなわち水が生まれたし、火は地殺が生じる
前からその内部に存在したわけで、どうして「天がーに水を生じ、地~ニに火を生じ.. . . Jと言えようか。
また、五行柱I~において火を木だけが生むのか。 鉄すなわち金もこれを生み、二!二が金だけを生じるのか。
木もその他も生まないのか。もっと可笑しいのは、金がどうやって水を生むのか? また、五行相克にお
いて、金だけが木を克するのか。火はこれを克することができないのか。実際には木が土から生まれるの
だが、土を克するというのは、 子がiヨを克するという話とどれほども違いがなくはないか。木を生むのは
水だと言うから、木の母は水で、土ではないとでも誘うのだろうか? このように全て幼終で矛盾した話
を「学説j と言うだけでなく、その中でも最も権威ある地伎をIめる周易、洪範に助けを信りて後に続く
ヲIJをなして、どれほど多くの人たちが輔され威圧されて来たた‘ろうか?
この余勢は今も太極旗を通じて示威されている。「太極旗の原理;という本 (1945年12月23EI発行)
-キト敬智氏はi可著書第五頁に f太極1::t央にS型に渡って引かれた綜は何を意味するのかj という
問題を1=1問自答する形式で解説したのが、下のとおりである。
fそれを説i犯するならば、まず五行説と方佼諭を知らなければならなL、。五行説(金水水火土)は相生法
と相如法のニ簡を言うものだから、金生水、水生木、木生火、火生土、二上生金は前者であり、金魁木、木
剖j二、二Uill7](、71<刻火、火剤金は後者を言うのである。そして、方位について述べれば、時方を金で、北
方を水で:、東方を木で、南方を火で、中央を二上で、~このような法則で各方伎に五行を占めさせているので
ある。
では今、太極のrJ:t央に渡るS字裂の意味を説明して見ることにしよう。[第ア国!の作図を見れば、北方
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の水に始まり、東方の木へ向かつて線が延びている。これは、水生木のゆえで、東方の木から南方の火へ
向かうことになるのは木生火の関係で、南方の火から中央の土へ向かうのは火生土のゆえである。 以上に
述べたのがすなわち相生原理I!で、ある。もしも南方の火から剖方の金へ向かうならば、これは火ril金ゆえ、
ここに削減してしまうであろう。それゆえに魁を避けて、中央の土へ向かったのである。下1:1央の士ーからli
方の金へ向かったのは、二i二生金のゆえである。 i第7[ヌIlを見れば、砂1f{{l~である。
魁という言葉は削減の意味であるから、火組金すなわち火と金が互いに間滅する関係で、火から金へ向
かわず、火生二!この原埋に従い中央へ向かうことになるのである。そうして見ると結局、太極の半分が構成
されたことを理解できる。構成された半分を陰と設い、その仰の半分を陽という。この限解で太極の内部
に延ばされたS型の原埋がわかるのである。j
この話を開けば、 i可著者の朴先生が五行の生起;誌について、これをどれほど と{言じて熱心に説明
したのか、を知ることができる。しかし、この五行説がどれほど幼稼で矛属し、学説となる価値がないの
かを既に略説したので、キト先生の話に対しては更に論駁しなくても良いであろう。ただし、太綴のS字型
の説明において作関に構成された「太極の半分を陰と言い、その他の半分を|湯と言うj と述べたので、こ
れはまたどのような「原理j による新しい f学説Jなのか?
[第ア額]に構成された半分は「木jがある方、すなわち東側に明白に表現されたが、この水がある方、
すなわち離のflWにある太僚の半分をl室と言い、黒色としたのは関連いである。同議10頁に f太極は赤色
(1湯)半分と黒色(陰)半分で表示・・・・j と述べ陽は赤色、!塗は黒色で表示し、 11頁の「陰陽配際i開示関j
に離は!坊として赤色で表示しておいて、どんな理由で揚とした離の側にある太極の半分を陰として黒色で
表示したのか。万一「商ltは東方だから、この離の側にある太娠の半分は青訟が正しいが、ここに黒急を代
用したのだj という意味ならば、東方である離そのものはどうして赤色で、表示するのか。また f吹はiLq方
だから、この攻の方にある太娠の半分は白色が正しいが、ここに赤色を代用するj と言うだろうか。これ
は、著者自身が対照して見ても、その誤りを理解できるであろう。根本が間違った五行説について、廷に
その枝葉末節に対しでは述べないものの、太極旗を持ち出して、こうだ、ああだ、と言うのについてはど
うしても一度、諭及しないわけにはいかない。
ト.占盤は依然としてシャーマニズム的議信:易が占抵ので‘あることは、既に述べたところである。
しかし、{おきまの最高学問の淵源となると言うほどにこの易学は、型経賢伝1:1で f経j という高い地伎にあ
り、孔子以来、程子・朱子・退渓・架谷その他の数多くの名嬬たちが皆これを崇拝してきたゆえに、依然
としてこれについての民間信仰が相当に大きい。それで、今日、たとえ科学の発展に従い、それがひとつの
迷信である占抵の書だということを知るようになった学者ならびに知識人たちが次第に多くなっていると
は言え、これだけでは我が民族の目前にある実際問題の解決に関して実効をもたらすことができなくなっ
たので、ここにいくばくかの話をするのだ。
占2立において「太mの数は50Jだの、太極を象徴するというり凝一Jだの、天地を象徴する「分二jだ
の、天地人三才を象徴するだのと言う。また「掛ーj を行うのに四時を象徴すると寄って f操間Jだとか、
はたまた一歳(期の日)に当たると言って51ヨと 4分の1[::1が不足した360策だとか、万物に当たると
って11，520に多くの策を引き;請ける、等々とする。しかし、全てがどれほど街宣(し、い加減で)無用な
ことであるかつ 易の創始者・伏儀がどのような人た、とか、易の名称がどのように生まれたものだとか、
河図龍馬がどうだとか、全て論ずるまでもなく、太甑やら八卦やら参両(三と二)の数やら五行説などに
ついてほんの少しでも科学的立場から批判すれば、決して「学説Jと言うほどの価値がないのはもちろん
である。しかしながら、これらは全て占抵に利用する形式的な道呉に過ぎないものだから、むしろ余り
要ではない。これよりもっと重要なのは、 I主2誌の形式を通じて吉i三iを?、日らせてやるという祢IViなるそノで
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ある。
-子し子・米子を経て現在に玉三るまで¥1272立で、吉i三iを祁HIJ1に問うのは同様である。朱子の儀j を
見ても、よくわかる。なにやら衣冠を斉潔にして予を洗い、お香を焚いて敬度にして・・・・神明に自己の姓
名と 1~1 う事を告げて「疑心するところを事!l濯に質すので、:tFllは f!J1告して下さしりなどといった言葉を見れ
ぽ、占2fZの形式は[!'{gかに伏儀の持よりもひどく複雑繁多になったと思う。だが、この形式は無用なことで
ある。ただ根本となる「神i切に問う占いの本質j が、依然としてシャーマニズム的迷信なのである。
ところで今、太綴旗に愛着心をもっ人々の仁j:qこ「馬易東先生がわれわれ東方に易学を伝授なさった功徳
が大きしリという話をなさるお方がある。再先生は「経史に混じ、更に易学に深く、 トIigに合わないこと
がないj という る理由である。だが、民先生が早期に寧海可録(高臨時の官名)として赴任した
際、 f八鈴事!JW加を壊して1fIjに捨ててしまったことがある。この存!l洞は、その地方の人々が広く霊的だと
信じて三容認を誠心誠意おこなったものなのに、民先生が迷信だとしてなくしてしまったのである。
しかし、この奉視なりその占援なりが迷信となるのは、別に異なるところがなL、。ただ、占箪に:捜部iな
方法があり、その背設にあるモノが異なるだけである。
6‘太撞擦は初めからの意義と標準もなく製定されたのである
(あ)太極旗の瞬く閣に裂恕されたその罷史
近代朝鮮が資本主義諮問と通荷条約を締結する T~íJ、すなわち鎖国政策を実行している時までは、間艇を
~定、使用したことはなかった。そうこうするうちに 1876年 2 月 11 日(李朝高宗 13年絵暦正月 17 臼)か
ら同年2月27日(桧府2Y'13日)の閥、我が国が日本と江華条約(し、わゆる丙予修好条規)を締結する器、
itf関下の判中枢府事のil1憾と郎総管の予滋承が日本全権判理大使の黒i王IYf~JI緩や副大臣の井上替と一緒に江華
島留守営周閥の練武堂執事庁で議事が進行するIljJに、ある問題が生まれた。これが正に、日本側から我が
住!の国旗がどのようなものか、と質問したことであった山)。
その時、震と訳官の呉慶錫は瞬く [ljJに答えるに、留守営三戸iの正面に描カ通れている太極だと述べた。当
時、我が国では官官]、合宅、そのほか城!浬堂などの門に太極を捕し、ておくことが多かった。呉慶錫は関旗
のないことを恥辱と知り臨機応変に答え、その後に親交ある同訳官知事の金景遂とこの事実を話し合って、
l'lil践を考案しようと言ったところ、金1~kJ茎は太極の周閤に八卦中の四圭i、を露出置しようと言った。このよう
に考案された太栂旗を王宮で採択し、次第に関旗となって、 1882年に高宗が京内を行幸する時には既に
太梅旗を掲揚して(以とは全て呉世話の談話)山)、その翌年の1883年3月6日(高宗20年陰暦IE月27
日)には太極旗がもう製定されていて、八道間部に施行されることになった(承政院改修日記)という。
ところで、太掘旗は1882.1三9月211=1(高宗19年陰擦8月9[1)、全権大臣兼f~信使の朴泳孝、副宮の
従事宮の徐光範が日本に向かい出発する時、{二)1から日本汽船の明治丸に搭乗して日本へ向かう
その汽船のやで朴泳孝などが考案したものがあり、その考案によりつくったのだという話がある。しかし、
朴泳孝の日本への出発4ヶ月前の同年5月211三I(ljiJj米修好通商条約を調印した前日)、仁川の済物浦で到
(註 1)当時、間接問題が生じたことに関しては nWi鮮問圏外交史研究(日本人・渡j部隆美者)にも、朝
鮮問旗問題は早くから江禁条約の談判の掠に話題にヒがったことがあったと述べていた。
(註2)太極旗の製定された歴史に演して、この呉世昌の談話を除I、た人は現在、金日成大学の控史諮帥
の斡吉彦(ハンキロン)先生と天道教育友党成南道委員長の金玉斌(キムオクピン)先生などである。
70 森 "凸't!f さ1
可直の李賂俊(イウンジュン)がj吉田参議の馬建JSに朝鮮国旗のおIfJ診を示した事実があることを見ると I~t3 ~、
上述した呉・金両氏の考案した太惚旗が朴氏のj度目前、慨に高宗の承落を得たものと誰ii!Uでき、また、当
時の呉鹿錫は現在の呉世話の父親であるところから彼の談話を信じて取り入れることができる。さらに、
関旗が発表された持のその模様に関して記載を見れば f川)、「間角形の玉邑地に太協の1%1(ニ己)を常紅で
染め抜き、その間|隣に!tJ:湖南北の易卦を配したものJ(出)と言っているから、見・金調氏の考案と符合す
るのがわかる。そして、清国の馬建忠が勧告したという f三三角形地の背寵旗やEj:$:の井上等が考案、提供
したという鴎角形白地に青紅白の三三色を染め抜いたものJ(川)などを全く、採択しなかった事実もよく理
角平できる。
(い)太極旗は襟準なしにつくったもの
この旗は、どんな怒13で太憾と悶卦を取ったのか、 i日韓関以来これに関する何らの説明も発表されたこ
とがないゆえ、その本意は知ることができないけれども、やはり太極閉卦となったのには、いわゆる周易
の先天学、後天学というのを述べないわけにはいかない。
先天学、後天学の名称は、宋の部主il1の唱えたところのものだが、府j易説掛信第三のものを f伏議八圭ト
の位、先天の学J、同誌第五主主のものを「文王所定の後天学Jと言った。その悶は i第8図!のとおりであ
る。
このうち左閣は、説圭i、伝第三章にある話を推徒庁し関1詳したものであり、イゴ関は説圭ト伝第五単にある話を
図解したものである。部氏は伏{義一文王うんぬんと述べたが、八卦の製作年代に関して春秋以前に遡及す
るほどの証跡がなく、時i待に{云説の八で、ある伏儀の活動した1寺代も正確に知ることができない。しかし、
両方位闘に関する周易説圭ト伝の原文は、次のようである。説卦伝第三主主に「天の地位を定め、 Li沢の気を
通じて、震風が互いに薄く、水火たがいに反作用せず、八卦が互いに交わるJと言い、同信第五主主に f離
荷が相見し、坤に致役し、・・・・に戦い、吹に労するJ(10)と)Zsべた。さて現夜の太極旗のr:tr、lji'zjlfl攻離は上
述したふたつの図中のどちらの方位を取り、どのような意味を持ったと見られるのか。
に方{立を見れば、 f先天j 聞には乾雨、J:rl北、再生束、吹践であり、「後天j 留には乾間北、舛1西南、
離商、吹北だから、太極旗の鴎卦は先天図を取り、後天図を取らなかったようである。それは、(1)太極
旗の乾J:[1は互いに相対して寵いたし、互いの偏方には置かなかったこと、 (2)自ら北に主る東の…方を全
くの空虚としなかったこと、などからわかる。
第二に意味で見れば、 「天地(車z:ltJ)の位を定め・・・・水火(攻詰10互いに打ち出し合わず・・・・J(説卦伝
第三i1't) と 「雨(吹)としてi関い、日(詰10として煩し(自く光り)・・・・乾として君臨して、坤として蔵
しJ(同伝第四章)のような意義にとったのか? あるいはじ・・・離に相見して、J:ltに役割を受け・・・・乾
に戦い、吹に慰める・・・・J(同伝第五主主)、つまり「離というのは明るさで、万物が全て立いに見えるから、
南方の卦ゆえ聖人が南に泊しており、聴(政事を聴くこと)すれば天ド締rVJして治まることになる....J:lj 
というは土地だから、万物が全て設われるゆえ坤により役割を受けるというのである・・・・ ~iZに戦うと言う
のは、:乾が西北の卦ゆえ陰陽が互いに力を弱め合うと言うことであり、攻というのは水で、正北の卦なので、
卦を慰めるゆえ、万物の帰するところだから吹により!忍めるJ(向伝同意)という意味にとったのかつ
また、いわゆる八卦の'1"1:'1需により「乾は健であり、坤はI1民である・・・・吹は陥であり、離は麗であるか
ら.. . . J (同伝第七章)の意味なのか。 遠く物に意味をとって「乾はj語、:l:r1は牛、・・・・吹は!隊、離は
矯・・・・J(同伝第八主主)の意味なのか(扶余の四加とも合わない)。近く身体にとって fliZは首、J:1j1は
3~6) 朝鮮開圏外交史研究J に依拠したもの。
と p~l~1と J;サj鮮の同族 (11 1) 71 
;段、一一次は耳、離は弓・・・・J(向伝第九のな味なのか? その他;これ;il:は天ゆえ父と称し、 lrl1は地
ゆえ母と称し・・・・吹は11i!りiが陽ゆえ主ん1:1の息子 (rj:1男)、離は11闘がl急ゆえ曳んi'f:1の娘 (11女) ・・ J
(同伝有)とし、う怠味なのか。
結局、それらのどれを収拾して、どの怠昧をとるのであろうか? 全くわからないだけでなく、また、
そのどれを取るのが良し、という窓見も出すことができないが、比il邸内lこ良いのはIJ[j方位の志;昧かと思う。
このように、太搬艇は初めてi対立立としてつくる時から、一定のな味とり:準もなかったゆえに、キト敬哲氏:苫
;太1;抵mtの原理j というには、いわゆる「旗の捺準1';!1Jf，;Jに乾:布下、 Jrl左 1-、離左上、攻左下 lll)として、
太綴の離のfliJの半分は黒色、1)(のfl!Jの半分は赤色とし、旗竿はが11)(のmuにおき、旗についての適切な説明
はなL、。
ただ、院議、について f天地[1丹、春夏秋冬、京商r1iJ~Iとなどを列挙したものがあり、米関務省に保管され
ていたが朝鮮に渡り、米軍政庁文教部で笠干i干したいわゆる
は右ド、離は右上、J;}~は左下で、太械の車工し叶主分は離の側に、
という図面には、乾は左上、 JrjJ
).~1-(:7} は炊の側に iif{いて J いる。旗の;む
I床に隠して、米国務省に保管されたものの説明には「太極の・・・・全体は運動と休息、活動と静止を;怠I床し、
問卦は問季と Izg方向を示すj と述べていた。朴氏は著者で「学期j をHfJらかにするかのような態度をもっ
て自己の主張が正しいかのごとく述べている。米側はこれと異なる態度で、あたかも「太僚・問主トはこの
ようなものだj、「旗を作製する方法はこのようにせよj という式に、自分たちの命令には従わなければな
らないかのように述べていた。
太極棋について人ごとに相異するな味を述べ、相異する形と色でつくるのが移しいが、まずもってこの
ー醸類をあげて述べるのは、いまけ]朝鮮で、標準旗として掲げたのが「学理J方而のものとして、また f命
令J 而のものとして、この二極頬が代表的だからである。しかし、この二種類がどちらも誤ったもので
あるのは既に述べたところであり、このように人ごとに相呉したものを掲げることになった原剖は、太極
探を国旗としてつくった当初から一定の意味と標準もなかったからなのである。
(1) rその数は各々その類として外に交錯したJ とは、[第 21きn でわかるように 11:1 の 5 と内円の 1~4の
数を加えると、外 [lJ の 6~9の数になるという意味である。
(2) 11 と+を I~~外した奇数と鵡数の手nはそれぞれ20になる、というのである。
(3)後述の説IVJから明確なように、ここでは数字と方{伝が対応していない部分もあるが、単なる記述と
して版文のとおりに翻訳し、修正しなかった。
(4) 計上ここではな6J が正しく、誤であると思われる。
(5) 1出資4J= 8 [=1に提熔を灯して釈迦の誕生を祝う日のこと。
(6) 文学発明以前に鎚の結ぴ方で意見の交換をしたり、
(7) おそらく誤椴で、あり、 f出現j のが正しいと思われる。
(8)おそらく誤椴で、 rl袋路奇問j が正しい表記と忠われる。
めたりしたこと。
(9) 誤植であり、「偶jが正しいと忠われる。「雨Jと印刷 とが朝ff!.~'語で、は同音の「ウ (u)J 0
(10)後述の説明から f臨南が刈lに役割を受け・・・・と争い、吹に慰めるように相互に位躍するj という
i床だと考えられる c 乾西北、:J:rjJ践校1、高fE雨、吹北の位関係で東方が完全な「空虚j となる。
(11)おそらく誤植であり、 Djiz右下、:I:r!I左上、離右上、炊左下jが正しいと思われる。
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